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お買い上げいたださあ D がと5ござ 
いまず。 

-電気製品は安全のた 

胃°1めのを意事項を守ら 
ないと、义がや人身事故になること 
びあ D ます。 

この取扱説明書と別冊の r まをのた 
めに」をよくお読みの弓え、製品を 

安全にお使い<ださレ。お読みに 
なったあとは、いつでち見られると 
ころに必ず保管して < ださい。 
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SON Ye 

m/m ラジオ 


主な特長 

• 電源の切り忘れによる電池の消耗を防ぐパワーオートオフ機能 
(約110〜130分)。 

• 雑音を化減して放送を聞きやすくする ー ノイズカツト機能搭載。 
• 放送を受信すると同調インジケーターび点な。 


使用上のごを意 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしないでください。 

故障の原因になります。 

• なのよラな場巧には置かないでください。 

一温度び非常に高いところ（40ご1；|上）やほいところの ° Cl ； rR 。 
一直射曰光のあたる場所や暖房器具の近<。 

一 風呂場など湿気の多いところ。 

一窓を閉めきった自動車内（特に夏季)。 

—ほこりの多いところ。 

• ラジオの内部に液体や異物を入れないでください。 

• 巧れたとをは、柔らかい巧でからぶをしてください。 

シンナーやベンジンは表面をいためますので使わないでくださ 
し、。 

•キャッシュカード、定期券など、磁気を利用したカード類をス 
ピーカーに近づけないで<ださい。スピーカーの磁石の影響で 
カードの磁気び変化して使えなくなることびあります。 

• 耳をあまり刺激しないよラに、適度の音量でお楽しみください。 

• モノラルイヤーレシーバーをお使いになるとをは、常によい音で 
お聞をいただくために、モノラルイヤーレシーバープラグをとを 
どを柔らかい巧でからぶをし清潔になってください。 

•交通ま全のため、自転車やバイク、自動車などを運転中はご使用 
にならないで < ださい。 

• イヤーレシーバーをご使用中、肌に合わないと感じたとさは早め 
に使用を中止して医師またはソニーの相談窓□、ソニーサービス 
窓□に相談してください。 

万一故障した場合は、内部をあけずに、ソニーの相談窓□または 
お買い上げ店、ソニーサービス窓□にご相談ください。 


主な仕様 

受信周波数 FM : 76 MHz - 108 MHz 

AM : 530 kHz 〜1,605 kHz 
スピーカー 直径約 2.8 cm 、 丸型 7.2 01個 

出力端モ ②（イヤーレシーバー）端テ 

(ミニジャック0 3.5 mm ) 1個 
実用最大出力 80 mW ( JEITA づ 

電源 DC 3 Vs 単4形乾電池2本 

パワーオートオフ機能 

約110〜130分 

最大外お寸法 約56 mm x 91.6 mm x 13 mm (突起部含む) 

(幅/高さ/奥行を） （ JEITA つ 
約55 mm X 91 mm x 12.4 mm (突起部含 
まず）（幅/高さ/奥行を） 

質量 約69 g (乾電池、イヤーレシーバー含む） 

* JEITA (電モ情報技術産業協会）規格による測定値でず。 


付属品 

ソニー単4形乾電池 （2) (お試し用*) 

キャ U ングケースり） 

イヤーレシーバーり） 

イャーパッドり） 

取扱説明書-な証書 （1) 

ソニーご 相談窓□の ご 案内り） 

* 付属の乾電池はお試し用です。磨入する場合はソニーアルカ IJ 乾電池を 
おすずめします。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありまずび、 
ご了をください。 


保証書とアフターヴービス 

保証童 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切にイ呆巧し 
て < ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービスについて 
調テび悪いとさは 

この説明書をちラ1度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさは 

ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、お近<のソニーサービス 
窓□にご相談ください。 

巧証期間中の修理は 

な証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳し<は 
な証書をご覧 < ださい。 

巧証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望によ D 有料修理さ 
せていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではラジオの補修用性能部品（製品の機能を維持するために 
化要な部品）を、製造巧ち切り後6年間な有しています。この部 
品な有期間を修理可能の期間とさせていただをます。保有期間び 
経過した後ち、故障箇所によっては修理可能の場合びありますの 
で、ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、ソニーサービス窓 □ 
にご相談ください。 


よくあるお問し冶りせ、窓□受付時間などは 
ホームページをごま用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 


フリーダイヤル .0120-333-020 

携帯電話. PHS. —部の IP 電話.. 0466 -31-251 1 


フリーダイヤル .0120-222-330 

携帯電話- PHS- —部の IP 電話-’ 0466 -31-2 己31 

;^?邮及説巧昏|」モコン等の購入相談はこち5へお問し冶わはください。 

FAX (其通）01 20-333-389 


を記番号へ接続を、 
最巧のガイダンスび 
流れている間に 

r304j+r#j 

を押して < ださい。 
直接、担当窓口へ 
おつなざしまず。 


ソニー株式会社〒1 08-007 己東京都港区港南1 -7- 1 







巧電池を入れる 



入れる 


1 電池入れのふたを開ける。 

2 ソニー単 4 お乾電池 2 本を、©と©の向きを正しく入れる。 
3 電池入れのふたを閉める。 


乾電池の持続時間 （旧 TA*) 陣位：お時間) 


放送の種類 


FM 

AM 

ソニー 単 4 形 
( LR 03) アルカリ 
乾電池 

イヤーレシーバー 使用時 

120 

170 

スピーカー 使用時 

44 

46 

ソニー 単 4 お 

イヤーレシーバー 使用時 

67 

90 

( R 03) マンガン 
乾電池 

スピーカー 使用時 

21 

23 


JEITA (電子情報技術産業協会）規格による測定値でず。実際の電池持続 
時間は使用する機器の状況により変動する可能性びあ0ます。 


乾電池の交換時期 

乾電池び消耗してくると音びルさくなったり、ひずんだりします。 
その場合は、乾電池を2本とち新しいをのと交換してください。 

電源が突然切れてしまった！ 

ノ ':ワーオートオフ機能び働いています。 

電池のむだな消耗を防ぐために自動的に電源び切れるよラになっ 
ています（パワーオートオフ機能)。 

電源び切れるまでの時間は電池残量により異なり、約110〜130 
分後です。 

電源（パワーオートオフ）ボタンを押してち電源び入らない場合や、 
すぐに電源び切れる場合は、電池びカラになっているので新しい 
電池と交換してください。 

電源び切れた後、さらにお聞をになりたいとをは、もラ1度電源（パ 
ワーオートオフ）ボタンを押します。 

電池入れのふたびはずれたとさは 

電池入れのふたは、開けるとさに過大な力を加えると、はずれる 
よラになっています。はずれた場合は、図のよラに取 D 付けてく 
ださい。 



受信が態をよ<ずる 

携帯電話の近<でラジオに雑音び入る場合は、携帯電話の電源を 
切るか、ラジオから離してみてください。 

FM 放送の場合 

FM 放送を聞くとさは、お使いのイヤーレシーバーのコードびア 
ンテナとして働をます。イヤーレシーバーのコードをでさるだけ 
長く伸ばしてお使いください。 

スピーカーで 聞くとさち、 イヤーレシーバーのコードを でさるだ 
け長く伸ばしてお使いください。 


イヤーレシーバー 


圓 


ノイズカット 
(入/切） 

P 


• 乗り物やビルの中では電波び弱められますので、でさるだけ窓 
際でお聞を < ださい。 


ラジオを聞< 

スピーカーまたは付属のイヤーレシーバーで聞くことびでをます。 



イヤーレシーバー 



AM 放送の場合 

アンテナを内蔵しているので、ラジオ本体の向をを変えて、 
ちっとも良く受信でさるち向にしてお聞をください。 



電波び弱く、雑音び気になるときは 

ノイズカットスイッチを「入」に合わせてください。 


1 電源（パワーオートオフ）ボタンを巧して電源を入れる。 

2感 (イヤーレシーパ‘一)（スピーカー)切り換えスイッチ 
で®または づ を還ぶ。 

3 バンド切り換えスイッチで FM または AM 放送を還ぶ。 

4 還局つまみを回して聞きたい放送局を還ぶ。 

放送を受信すると同調インジケーターび点なします。 

5 音量つまみで音量を調節ずる。 


ごま意 

•②を選ぶと スピーカーから 音は出ません。 

• FM 放送を聞くとさは、イヤーレシーバーのコードびアンテナと 
して働をます。スピーカーで聞くとさち、イヤーレシーバーの 
コードをでさるだけ長く伸ばしてお聞をください。 

電源を切るとをは 

電源（パワーオートオフ）ボタンを押します。 


イヤーレシーバーび耳にぴったり合わないときは 

付属のイヤーパッドを使います。 



付属のイヤーパッド 










